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研究成果の概要（和文）：研究代表者が担当する授業科目「プレゼンテーションの基礎知識と技術」でブレンド
型授業を実施し、分析した。オンラインの書き込みと対面でのコミュニケーションの関係には因果関係が観察さ
れる部分と、個別に習得されているという部分が認められた。オンラインディスカッションの得意な面は、必ず
しもSNSでの経験が生かされている訳でもなかった。また、書き込みの展開は、２回、３回がリニアに続くもの
が多く、一方で、２回目の書き込みの重要性が認められた。

研究成果の概要（英文）：The present study intended to clarify the process of online 
communication/discussion on BBS in the blended class, Presentation Basics, with five on-demand 
classes followed by one face-to-face class session. On BBS discussion, the most frequent kind of 
postings was linear 2-3 writing chain as was anticipated. One main reason for the chain of postings 
to end was caused by consolidating and concluding comments. On the other hand, for a writing chain 
to continue was because of raising questions and expanding topics through personal experiences. 
Quite interestingly, the second writing followed by the first writing after seeing the class video 
was found significantly important when considered the continuity and expansion of the discussion. 

研究分野： 教育コミュニケーション
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１．研究開始当初の背景 
	 オンラインでの教育、学習が増加してい
る中、学びがオンラインで完結するような
方法が最良、最善であるのかという疑問が
あった。学習の効果という点からも、知識
伝達のようなものでは適しているであろう
が、活動のようなものを通して学びを進め
るという観点からは、オンラインでの学び
の完結性については疑問が呈されていた。 
	 他方、学校教育では、伝統的な授業形態
として、対面での授業形態がまだまだ主流
を占めていて、それぞれが工夫を凝らして
実施されている。 
  その両方を効果的に取り入れた授業形式
にブレンド型の授業がある。一般にブレン
ド型の授業では、オンデマンド授業と対面
授業が組み合わされて学習効果を上げるよ
うなシステムになっている。ブレンド型の
授業の学習効果とはどのようなものなのか。
オンデマンド授業で成績のよい学生、対面
授業で発言が減少する学生の学びへの参加
というのは BBS の書き込みからどのよう
に分析されるのか、ということはまだまだ
未開拓の領域である。大学生のほとんどが
デジタルネイティブがとなっている現在、
ブレンド型の授業でどのような学びを進め
ていくのかということが喫緊の課題となっ
ている。 
２．研究の目的 
	 本研究の目的は、オンデマンド型授業と
対面授業を組み合わせたブレンド型授業の
評価をするものである。具体的には、プレ
ゼンテーションの授業において、受講生の
オンデマンド授業視聴後の BBS への書き
込みを基に、その発言の流れ、展開、収束、
終了などという流れの存在と理由を分析す
る。また、対面授業でのアンケート調査、
授業終了直後の授業の評価に成績との関連
も調べて、総合的な分析をし、ブレンド型
授業の学習効果について考察をする。 
 
３．研究の方法 
	 （１）参加者	 2017 年度授業受講学生
（100 名）対面授業参加学生数（68 名）	
		１年生	 6 名（男４名、女２名）	
	 ２年生	 38 名（男 16 名、女 11 名）	
		３年生	 23 名（男 12 名、女 11 名）	
	 ４年生以上	 28 名（男 19 名、女 9 名）	
	 高校生	 5 名（男 5 名）	
	
	（２）実施期間	
				2017 年 4 月〜7 月	
	
	（３）授業形態	
			オンデマンド授業を５回＋対面授業を
１回	
	（４）分析データ	 	
			毎回の授業ビデオ視聴後に BBS に書き
込んだコメントと授業アンケート	
	（５）分析方法	

		BBS の書き込みの構造を分析した。	
	
４.	研究成果	
		計６回の授業において、BBS の書き込み
総数は 890（教員が 229）であった。以下、
１回目のオンデマンド授業での書き込みか
ら明らかになったいくつかの点について抜
粋して紹介する。	
パターン１ 
１回の書き込みで終結する。理由は断言的
な言い切りの文章であったり、拡散する表
現、内容ではない書き込みであることが多
かった。 
パターン２ 
１回目の書き込みにコメントをつける、フ
ォローするというケースである。ここで終
結するのは、主に最初の問いかけに解答す
るというような形で、そこで疑問が解け、
解決してしまうというものであった。 
パターン３ 
このパターンもパターン２と同様で３番目
の書き込みが収束するような内容であった
り、結論を提示するようなものであるとき
に起きていた。 
パターン４	
４つ続くコメントには正統的な議論ができ
ているケースであった。	
パターン５	
書き込みが８つ９つになるパターン。書き
込みが「自分自身の経験」から始まると、
他の人の「観察」が続き、その後「発見、
「考察」、「同調「共感」といった情緒でき
な展開へと進展し、「例示」、「提案」、「問題
提起」のように展開し、他の人のコメント
を引き出しやすいような内容、書き方が存
在することが明らかになった。	
	
要約すると、	
①長い書き込みは途切れやすい。	
②問いかけ、疑問、投げかけのコメントに
はフォローがつきやすい。	
③２番目のコメントが重要（スレッドの展
開、終了）担当教員、TA の出番である。	
④スレッドのタイトルのつけ方も重要であ
る。	
また、授業終了後の「授業に関するアンケ
ート」の回答を因子分析で調べたところ、	
３つの因子	
１）ブレンド型授業の満足度	
２）授業内容への満足度	
３）オンデマンドでの書き込みへの満足度
が抽出された。それぞれの因子間相関は、	
.676	１）と２）	
.675	２）と３）		
.584	１）と３）	
であった。	
		これらのデータから、ブレンド型授業へ
の参加度、満足度についてはほぼ明らかに
なった。担当教員がそれにある程度影響を
与えたことも明らかになり、それが書き込



みの２番目のコメントにつながる評価であ
ったと推測される。	
	 今後は、継続して同種の授業を行い、書
き込みの展開について言語的な分析を加え
ることが考えられる。	
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